
　ページ 該当箇所 誤 正

58頁 A18 の１行目 不燃材料とは 準不燃材料とは

103 頁 上から 8行目 D＝ 7ｍ D＜ 7ｍ

185 頁 左列の注、下から 4つ目 防火設備 廊下の幅

207 頁 Q2の 2行目 床面積 延べ面積

212 頁 右列の注、下から２つ目 準耐火構造等の層間変形角 防火設備の遮煙性能

244 頁 左列の注、一番下の四角

枠内

200m2 区画

耐火＋防

200m2 区画

耐火＋特防

245 頁 左列の注、一番上の四角

枠内

500m2 区画

耐火＋防

500m2 区画

耐火＋特防

264 頁 令 128 の 5・7 修正前

修正後

283 頁 令 111・1項 修正前

修正後
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340 頁 A2　最後の行 兼用は 50％以下とする→ 50m2 以

下

兼用は 50％未満→ 50m2 以下（50％と

50m2 を対応させて覚える）

356 頁 最後の行～最後から２行

目

空堀（ドライエリア）を設けて、

採光（1/7 以上）、換気（1/20 以上）

を確保する必要がある（法 27）

空堀（ドライエリア）を設ける必要が

ある（法 29）

366 頁 最終行の式 修正前（分母の第１項、マイナスがぬけている）

修正後

369 頁 答　 4/10 40/10

372 頁 右列の注 3項一号 3項一号、6項

377 頁 ２行目、3行目 健ぺい率 建ぺい率

4 1 1 ～

412 頁

最終行～最終から２行目 道路容積率は 12× 6／ 10＝ 72

／ 10 であるから、厳しい方の 60

／ 10がこの土地の容積率となる。

道路容積率は法 52・2 より 12 ｍ未満

からなので計算は不要となり、指定容

積率の 60／ 10が容積率となる。

413 頁 下から 6行目 北側斜線→川、公園幅の 1/2 北側斜線→川幅の 1/2

414 頁 上から４～５行目 1.4 ｍ以下の生け垣は、「高さ´」

令 130 の 12・二の 1.2 ｍを超え

ない塀となるので、セットバック

距離の算定では無視できる。

生け垣は道路面から1.4 ｍの高さになる

が、1.2 ｍを超える部分が網状である 2

ｍ以下の塀（令 130 の 12・三）に該当

するので、セットバック距離は生け垣

を無視して測る。

461 頁 上から 6行目 瑕疵担保法 2・6・五 瑕疵担保法 2・7・五

489 頁 Q3 削除　（以下番号を送る）

（2022 年 2月）


